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Q
R
コ
ー
ド

韓・現代製鉄純
利
益

10％
増

14年
通
期
統
合
効
果
な
　
　
ど
寄
与

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

　
（

2月

1日
付
）

　
■
管
理
職

　
▽
法
務
部
＝
竹
田
久
美
子

　
▽
グ
ル
ー
プ
事
業
統
括
部

（
グ
ル
ー
プ
事
業
統
括
部
兼
財

務
経
理
部
）
水
田
祥
司

　
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
石
油
販
売
出

向
（
製
鋼
原
料
部
西
日
本
製
鋼

原
料
室
長
）
澤
井
淳

　
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

会
社
出
向（
厚
板
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

鋼
材
貿
易
部
厚
板
・
条
鋼
貿
易

室
）
高
橋
英
男

　
▽
名
古
屋
自
動
車
鋼
材
部
岡

山
営
業
所
（
自
動
車
鋼
材
部
自

動
車
企
画
室
）
佐
藤
友
秀

　
▽
製
鋼
原
料
部
西
日
本
製
鋼

原
料
室
長
（
米
国
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

会
社
出
向
〈
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支

店
〉）篠

田
俊
行

　
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
出
向
兼

電
機
鋼
材
部
電
機
鋼
材
室
（
電

機
鋼
材
部
電
機
鋼
材
室
）
岡
部

文
人

　
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
ジ
ー
エ
ス

移
籍
（
技
術
総
括
部
品
質
保
証

チ
ー
ム
）
安
原
勇

　
引
抜
鋼
管
メ
ー
カ
ー
大

手
の
羽
田
パ
イ
プ
製
造
所

（
本
社
＝
東
京
都
大
田
区
、

野
口
雄
司
社
長
）
は
こ
の

ほ
ど
、
地
元
の
小
学
生
向

け
の
工
場
見
学
会
や
高
校

生
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
た
。
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
今
後

も
機
会
あ
れ
ば

随
時
実
施
し
て

い
く
考
え
。

　
工
場
見
学
会

は
今
回
が

2回

目
。
近
隣
の
大

田
区
立
蒲
田
小

学
校

3年
生

（

2ク
ラ
ス
、

総
勢
約

70名
）

を
招
い
た
。
参

加
し
た
児
童
は

製
造
工
程
や
工

場
設
備
の
見
学

だ
け
で
は
な

く
、
ノ
ギ
ス
を
使
っ
た
サ

ン
プ
ル
品
の
寸
法
測
定
、

伸
管
機
の
ボ
タ
ン
操
作
を

実
際
に
体
験
し
た
。「
普
段

は
出
来
な
い
よ
う
な
作
業

体
験
が
で
き
た
の
で
は
」

（
野
口
社
長
）。

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
要
請

で
東
京
都
立
芝
商
業
高
校

か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ

た
。
参
加
し
た
生
徒
は
事

務
所
内
で
経
理
や
営
業
事

務
、
貿
易
事
務
な
ど
を
行

っ
た
。生
徒
か
ら
は
後
日
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
は
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
。
会
社
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
、
プ

ロ
意
識
を
持
つ
う
え
で
必

要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。
今

後
の
就
職
活
動
に
活
か
し

た
い
」
な
ど
と
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。野
口
社
長
は
、

「
工
場
の
イ
ン
タ
ー
ン
は

今
ま
で
受
け
入
れ
た
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
事
務
所
内

は
今
回
が
初
め
て
。
社
員

は
人
に
物
事
を
教
え
る
難

し
さ
を
感
じ
た
の
で
は
。

工
場
見
学
会
を
含
め
、
地

域
貢
献
の
み
な
ら
ず
社
員

教
育
に
も
な
っ
た
と
思

う
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
羽
田
パ
イ
プ
製
造
所
は

東
京
・
蒲
田
に
本
社
を
置

く
引
抜
鋼
管
メ
ー
カ
ー
。

船
舶
用
を
メ
ー
ン
に
石
油

・
化
学
プ
ラ
ン
ト
用
、
ボ

イ
ラ
ー
・
熱
交
換
器
用
の

冷
間
引
抜
鋼
管
を
製
造
・

販
売
し
て
い
る
。
近
年
は

船
舶
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
用
燃
料
噴
射
管
な
ど
付

加
価
値
の
高
い
鋼
管
に
も

本
格
参
入
し
、
受
注
実
績

を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
神
戸
製
鋼
所

　
（

2月

1日
付
）

　
■
部
長
ク
ラ
ス

　
▽
鉄
鋼
事
業
部
門
Ｉ
Ｐ
Ｐ
本

部
担
当
部
長
兼
電
力
事
業
企
画

推
進
本
部
西
日
本
電
力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
部
担
当
部
長
（
鉄
鋼
事

業
部
門
Ｉ
Ｐ
Ｐ
本
部
担
当
部

長
）
下
釜
康
彦

　
■
次
・
課
長
ク
ラ
ス

　
▽
技
術
開
発
本
部
機
械
研
究

所
マ
ル
チ
マ
テ
リ
ア
ル
構
造
・

接
合
研
究
室
主
任
研
究
員
（
人

事
労
政
部
付
）
渡
辺
憲
一

　
▽
鉄
鋼
事
業
部
門
加
古
川
製

鉄
所
総
務
部
総
務
室
主
任
部
員

（
〃
）
戸
村
良
和

　
▽
〃
薄
板
部
薄
板
技
術
管
理

室
主
任
部
員
兼
鉄
鋼
事
業
部
門

薄
板
商
品
技
術
部
主
任
部
員

（
鉄
鋼
事
業
部
門
薄
板
商
品
技

術
部
主
任
部
員
兼
鉄
鋼
事
業
部

門
加
古
川
製
鉄
所
薄
板
部
薄
板

技
術
管
理
室
主
任
部
員
）
宮
岡

伸
司

　
▽
ア
ル
ミ
・
銅
事
業
部
門
企

画
管
理
部
主
任
部
員（
ア
ル
ミ
・

銅
事
業
部
門
長
府
製
造
所
総
務

部
経
理
室
主
任
部
員
）
小
倉
良

介　
▽
機
械
事
業
部
門
企
画
管
理

部
付
（
機
械
事
業
部
門
圧
縮
機

事
業
部
汎
用
圧
縮
機
本
部
統
括

部
海
外
事
業
推
進
室
主
任
部

員
）
加
藤
真
二

　
▽
〃
産
業
機
械
事
業
部
産
業

機
械
工
場
製
造
室
主
任
部
員

（
機
械
事
業
部
門
企
画
管
理
部

付
）
小
林
隆
一

　
▽
〃
圧
縮
機
事
業
部
回
転
機

技
術
部
ス
ク
リ
ュ
室
主
任
部
員

（
〃
）
藤
松
謙
治

　
大
阪
製
鉄

　
（

2月

1日
付
）

　
■
重
要
な
使
用
人
の
選
任

羽田パイプ
製 造 所地

域
活
動
に
貢
献

小
学
生
向
け
工
場
見
学
会

高
校
生
対
象
に
就
業
体
験

　
―
―
震
災
復
興
の
進
ち

ょ
く
状
況
は
。

　
「

12年
度
以
降
か
ら
イ

ン
フ
ラ
関
連
工
事
が
本
格

化
し
た
。

13年
度
は
宮
城

県
中
南
部
を
中
心
と
し
た

河
川
護
岸
工
事
に
加
え
、

岩
手
県
で
も
主
要
な
港
湾

・
水
門
関
連
の
工
事
が
多

く
発
注
さ
れ
、
鋼
矢
板
を

中
心
と
し
た
資
材
需
要
は

急
激
な
伸
び
と
な
っ
た
。

14年
度
以
降
は
が
れ
き
処

理
の
進
行
に
合
わ
せ
、
石

巻
・
気
仙
沼
地
区
の
復
興

工
事
が
本
格
的
に
始
ま
っ

た
こ
と
や
、
橋
梁
架
替
工

事
に
伴
う
仮
設
桟
橋
工
事

も
増
加
し
て
お
り
、
震
災

復
興
工
事
の
仮
設
資
材
稼

働
量
は

12年
度
に
比
べ
大

幅
増
だ
っ
た
。
資
材
需
要

量
は
当
初
、

14年
度
が
ピ

ー
ク
と
の
見
方
は
あ
っ
た

が
、
受
け
皿
と
な
る
建
設

業
全
体
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ー
の
問
題
も
あ
り
、

15―

16年
度
に
か
け
て
ピ
ー
ク

が
ず
れ
込
む
と
見
て
い

る
。
建
設
資
材
で
は
、
生

コ
ン
の
供
給
不
足
の
問
題

が
最
も
影
響
が
大
き
い
」

　
―
―
各
資
材
の
需
要
環

境
に
つ
い
て
。

　
「

12―

13年
度
で
は
応

急
的
な
築
堤
工
事
が
多

く
、
鋼
矢
板
の
需
要
が
主

だ
っ
た
。

14年
度
か
ら
は
、

築
堤
し
た
両
岸
に
橋
を
架

け
る
橋
梁
工
事
が
増
え
、

桟
橋
や
迂
回
路
用
で
覆
工

板
の
需
要
が
急
激
に
増
加

し
て
い
る
。
石
巻
・
気
仙

沼
な
ど
市
街
地
の
河
川
復

旧
工
事
で
は
、
住
宅
地
域

で
両
岸
の
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
る
た
め
、
河
川
内
か

ら
鋼
矢
板
を
打
設
す
る
た

め
の
仮
設
桟
橋
や
、
三
陸

自
動
車
道
関
連
工
事
の
山

岳
桟
橋
な
ど
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
も
覆
工
板

需
要
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

15年
度
以
降
も
仮
設

資
材
需
要
は
、
護
岸
・
水

門
関
連
で
の
鋼
矢
板
を
中

心
に
推
移
し
、
桟
橋
の
需

要
も
非
常
に
多
い
と
思
わ

れ
る
」

　
―
―
覆
工
板
は

13年
度

以
降
、
供
給
不
足
の
懸
念

が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
「
覆
工
板
は
二
次
加
工

品
で
製
作
に
時
間
が
掛
か

り
メ
ー
カ
ー
も
限
ら
れ
る

た
め
、
緊
急
に
保
有
量
を

増
や
す
こ
と
が
難
し
い
。

一
方
、
滅
失
な
ど
も
起
こ

り
に
く
い
た
め
、
在
庫
を

持
ち
過
ぎ
る
と
中
長
期
で

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
を

招
く
リ
ス
ク
も
あ
る
。
東

北
地
区
に
お
い
て
は
、
沿

岸
部
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
で

の
使
用
が
多
く
、
内
部
が

腐
食
す
る
塩
害
な
ど
も
警

戒
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
今
後
は
賃
貸
で
は
な

く
販
売
で
と
い
う
ケ
ー
ス

も
増
え
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。

3月
末
に
は
年
度

末
工
期
工
事
の
資
材
が
戻

っ
て
く
る
こ
と
で
、
当
面

は
乗
り
切
れ
る
見
込
み
だ

が
、
第

2四
半
期
以
降
は

需
給
タ
イ
ト
感
が
強
ま
っ

て
く
る
と
見
て
お
り
、
東

北
地
区
以
外
か
ら
の
出
庫

も
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

る
」

　
―
―
福
島
県
に
お
け
る

復
興
事
業
に
つ
い
て
。

　
「
福
島
県
は
被
災

3県

の
中
で
最
も
復
興
工
事
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
仮
設
資
材
需
要
は

15

年
度
以
降
も
増
加
傾
向
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現

状
、
福
島
県
沿
岸
部
で
は

敷
鉄
板
の
需
要
が
多
い
。

相
馬
地
区
な
ど
で
は
ま
だ

が
れ
き
が
残
っ
て
い
る
地

区
も
多
く
、
現
状
は
仮
設

道
路
用
の
敷
鉄
板
が
最
も

多
い
。
今
後
は
除
染
作
業

の
進
ち
ょ
く
に
伴
い
河
川

護
岸
・
橋
梁
架
替
工
事
、

ま
た
、
原
発
事
故
関
連
の

一
次
処
理
施
設
築
造
工
事

に
か
ら
む
鋼
矢
板
や
工
事

用
桟
橋
な
ど
も
需
要
が
見

込
ま
れ
る
」

　
―
―
今
後
の
課
題
は
。

　「
労
務
不
足
を
背
景
に
、

工
期
が
伸
び
る
傾
向
に
あ

る
。
通
常
で
あ
れ
ば
工
期

2年
程
度
の
工
事
が
、

3

―

4年
と
な
っ
て
い
た
り

す
る
。
全
体
的
に
工
期
が

延
長
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、
現
場
に
聞
い
て
も

『
地
権
者
や
関
連
機
関
と

の
事
前
協
議
が
進
ま
ず
、

資
材
の
使
用
開
始
時
期
や

返
納
時
期
が
わ
か
ら
な

い
』
と
い
う
声
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
使
用
期
間
を

想
定
し
た
上
で
不
足
分
の

資
材
調
達
を
実
施
す
る
と

い
う
基
本
が
崩
れ
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
調

達
計
画
に
非
常
に
苦
慮
し

て
い
る
の
が
現
状
。

15年

度
、
震
災
復
興
工
事
に
お

け
る
仮
設
資
材
需
要
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
当
社
と
し
て
は
資
材

調
達
お
よ
び
施
工
管
理
、

機
械
の
確
保
、
技
術
サ
ー

ビ
ス
・
Ｖ
Ｅ
提
案
な
ど
に

注
力
し
、
全
店
を
あ
げ
て

引
き
続
き
貢
献
し
て
い
き

た
い
」

　
（
伴
野

隆
馬
）

加
藤
七
郎
氏
（

丸
藤
シ
ー
ト
パ
イ
ル

執
行
役
員
・
東
北
支
店
長
）に
聞
く

　
全
国
鉄
構
工
業
協
会

（
全
構
協
）
の
青
年
部
会

（
全
青
会
・
会
長
＝
長
谷

川
睦
・
長
谷
川
鉄
工
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
東
京
鉄
構

工
業
協
同
組
合
事
務
所
で

理
事
会
を
開
催
し
、
全
国

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
理
事

が
集
ま
り
、
各
地
区
の
活

動
状
況
、

4月
に
沖
縄
で

開
催
予
定
の
全
国
大
会
の

概
要
な
ど
を
審
議
し
た
。

　
長
谷
川
会
長
は
、
年
頭

に
米
森
昭
夫
・
全
構
協
会

長
が
〝
教
育
元
年
〟
と
今

年
を
位
置
づ
け
た
こ
と
を

受
け
て「
先
を
見
据
え
て
、

多
面
的
、
長
期
的
、
根
本

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
全

青
会
と
し
て

も
未
来
に
向

け
て
人
材
育

成
に
力
を
入

れ
る
べ
き
と

話
し
た
。

　
続
け
て
、

「
来
年
度
に

向
け
て
、
一

年
間
の
ま
と

め
の
時
期
に

入
っ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
、
活
発

な
意
見
を
出
し
合
い
審
議

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、会
議
が
始
ま
っ
た
。

　
研
修
会
助
成
金
で
は
、

関
東
の
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト

を
活
用
に
向
け
た
講
習
、

北
陸
の
自
衛
官
を
招
い
て

の
突
発
的
な
事
故
へ
の
対

応
方
法
な
ど
の
研
修
会
が

承
認
さ
れ
た
。

　
Ｗ
Ｇ
に
分
か
れ
て
、
討

議
が
行
わ
れ
た
。
調
査
研

究
Ｗ
Ｇ
で
は
商
社
物
件
の

品
質
確
保
な
ど
、
経
営
Ｗ

Ｇ
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
方
法
に
つ
い
て
報
告
。

総
務
広
報
Ｗ
Ｇ
で
は
全
青

会
で
使
っ
て
い
る
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
改
善
方
法
、
Ｅ
Ｍ

Ｇ
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

　
会
で
は
、
フ
ァ
ブ
同
士

の
共
同
受
注
形
態
の
〝
鉄

骨
Ｊ
Ｖ
〟
の
概
念
そ
の
も

の
定
義
、
受
注
の
際
の
契

約
の
あ
り
方
に
つ
い
て
討

議
が
活
発
化
し
た
。

　
全
国
大
会
に
は
、

3
0

0人
を
超
え
る
出
席
者
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

出
展
ブ
ー
ス
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　
管
工
機
材
の
流
通
大

手
、
橋
本
総
業
は
年
内
に

三
重
県
に
営
業
所
、
沖
縄

県
に
倉
庫
を
開
設
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
同
社

の
賀
詞
交
歓
会
で
橋
本
政

昭
社
長
が
明
ら
か
に
し

た
。
橋
本
総
業
は
か
ね
て

県
別
営
業
体
制
を
進
め
て

お
り
、
今
回
の
拠
点
開
設

も
そ
の
一
環
と
な
る
。

　
こ
こ

2年
間
で
は
、
沖

縄
営
業
所
（
那
覇
市
古

島
）、岐

阜
支
店
（
岐
阜
県

羽
島
郡
）、
京
滋
営
業
所

（
京
都
府
久
世
郡
）、山

陰

営
業
所
（
島
根
県
出
雲

市
）、東

雲
鋼
管
倉
庫
（
東

京
都
江
東
区
）、広

島
営
業

所
（
広
島
市
西
区
）、山

形

営
業
所（
山
形
市
東
山
形
）

を
相
次
い
で
開
設
し
て
い

る
。

　
橋
本
総
業
は
中
期
的
な

課
題
の
一
つ
と
し
て
フ
ル

カ
バ
ー
（
ど
こ
で
も
）、フ

ル
ラ
イ
ン
（
何
で
も
）、フ

ル
機
能
（
ど
ん
な
こ
と
で

も
）
の
「

3つ
の
フ
ル
」

を
推
進
し
て
い
る
。

橋本総業新
拠
点
、年
内
開
設
へ

三
重
、
沖
縄
に
営
業
所
、
倉
庫

　
「
上
期
は
消
費
増
税
の
反

動
減
に
よ
る
影
響
が
し
ば
ら

く
続
く
が
、
円
安
と
原
油
安

で
日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業

の
競
争
力
が
強
ま
り
、
下
期

に
は
磨
棒
鋼
業
界
に
も
明
る

い
兆
し
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
」
と
、

2
0
1
5年

の
展
望
を
語
る
の
は
日
本
磨

棒
鋼
工
業
組
合
理
事
長
を
務

め
る
榎
本
哲
也
・
城
北
伸
鉄

社
長
。

　
▽
…

14年
の
磨
棒
鋼
国
内

出
荷
量
は
、
前
年
比

1・

7

％
増
の

61万

5
1
9
1㌧

と

4年
ぶ
り
に
増
加
。
堅
調
な

国
内
自
動
車
生
産
を
受
け
、

生
産
量
も
前
年
実
績
を
上
回

る
な
ど
、
緩
や
か
な
改
善
傾

向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
今
年

に
入
っ
て
も
、
円
安
を
背
景

と
し
た
弱
電
大
手
の
国
内
回

帰
な
ど
国
内
製
造
業
の
復
調

に
つ
な
が
る
動
き
が
出
て
お

り
、「
国
内
も
の
づ
く
り
産
業

は
着
実
に
回
復
し
て
い
く
」

と
確
信
を
持
っ
て
語
る
。

　
▽
…
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
諸
コ
ス
ト
の
上
昇
に
対

し
て
製
品
へ
の
価
格
転
嫁
が

進
ま
な
い
現

状
を
憂
慮
。

「
当
業
界
の

加
工
賃
は

25

年
間
、
据
え

置
か
れ
て
い

る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
事
業

は
立
ち
行
か
な
く
な
る
」
と

危
機
感
を
募
ら
せ
る
。
経
済

産
業
省
は
、
昨
年

10月
に
発

出
し
た
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
増
加
分
の
適
正
な

価
格
転
嫁
を
促
す
要
請
文
書

に
加
え
、
直
近
で
転
嫁
対
策

を
進
め
る
た
め
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
発
表
。
行
政
の

動
き
を
追
い
風
に
、「
磨
棒
鋼

業
界
の
実
情
を
需
要
家
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
社
が
し
っ
か
り
と
発
信
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
力

を
込
め
る
。
　

（
伴
）

下期に明るい兆しも

榎本 哲也氏
日 本 磨 棒 鋼
工業組合理事長

　
昨
年
は
、

当
社
の
取
り

扱
う
間
接
資

材
販
売
は
年
間
を
通
じ
て

堅
調
に
推
移
し
た
。
本
年

も
、
よ
り
強
固
な
間
接
資

材
購
買
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
構
築
を
目

指
し
下
記
の

3つ
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
①
利
便
性
の
強
化
―
物

流
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
働

と
効
率
性
向
上
で
競
争
力

・
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
、
期

末
ま
で
に
在
庫
点
数

26万

点
を
目
指
す
。

　
②
さ
ら
な
る
顧
客
需
要

の
充
足
―
年

1回
だ
っ
た

総
合
カ
タ
ロ
グ
の
発
刊
を

2回
に
増
や
し
、
季
節
に

よ
っ
て
異
な
る
細
か
な
顧

客
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
応
え

る
。

　
③
大
企
業
連
携
の
推
進

―
ユ
ー
ザ
ー
の
購
買
業
務

の
効
率
化
・
見
え
る
化
に

向
け
た
課
題
解
決
に
向

け
、
当
社
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
価
値
を
積
極
的

に
提
案
し
、

昨
年
以
上
の

新
規
導
入
企

業
の
拡
大
、
売
り
上
げ
の

拡
大
、「
モ
ノ
タ
ロ
ウ
・
Ｏ

Ｎ
Ｅ
・
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
」

の
導
入
拡
大
を
推
進
し
て

い
く
。

鈴
木
雅
哉
・
Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｔ
ａ
Ｒ
Ｏ
社
長

在
庫

26万
点
目
指
す

鉄
鋼
ト
ッ
プ
今
年
の
抱
負

理事会のもよう

全
青
会
が
理
事
会
開
催

「
鉄
骨
Ｊ
Ｖ
」
で
活
発
な
討
議

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

4年
弱
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
東
北
地
区
は
、
イ
ン

フ
ラ
関
連
の
復
興
事
業
が
最
盛
期
を
迎
え
つ

つ
あ
る
。
丸
藤
シ
ー
ト
パ
イ
ル
の
加
藤
七
郎

執
行
役
員
・
東
北
支
店
長
に
、現
状
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

15―

16年
度
に
ピ
ー
ク

日刊産業新聞 15.1.30

東東北北イインンフフララ復復興興事事業業、、最最盛盛期期へへ

今後の仮設資材需要動向

　
米
電
炉
大
手
の
ス
チ
ー

ル
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が

28

日
発
表
し
た

2
0
1
4年

通
期
決
算
に
よ
る
と
、
純

利
益
は

1億

5
7
0
2万

㌦
（
約

1
8
8億

円
）
と

前
年
比

17・

1％
減
っ
た
。

鉄
源
設
備
の
減
損
で

2億

6
0
0
0万

㌦
の
費
用
計

上
な
ど
が
響
い
た
が
、
特

別
費
用
を
除
く
と

7割
増

益
だ
っ
た
。
営
業
利
益
は

3億

2
0
3
2万

㌦
と

17

・

1％
減
っ
た
。
米
ミ
シ

シ
ッ
ピ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
工

場
の
買
収
に
よ
り
、
売
上

高
は

18・

8％
増
の

87億

5
5
9
5万

㌦
、
鋼
材
出

荷
は

20・

2％
増
の

7
3

5万

8
0
0
0ネ

ッ
ト
㌧

と
最
高
だ
っ
た
。

　
減
損
が
響
き
、

10―

12

月
の
純
利
損
失
は

4
5
0

3万
㌦
（
前
年
同
期
は

5

4
6
6万

㌦
の
利
益
、

7
―

9月
は

9
1
1
7万

㌦

の
利
益
）
と
、

09年

4―
6月

以
来
の
赤
字
に
転
じ

た
。

　

14年
の
鋼
材
販
売
単
価

は
ネ
ッ
ト
ト
ン

8
2
7㌦

と
前
年
比

4・

3％
上
が

っ
た
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
な

ど
の
コ
ス
ト
は

3
6
0㌦

と

2・

0％
上
が
っ
た
が
、

製
品
の
値
上
が
り
の
方
が

大
き
く
、
マ
ー
ジ
ン
は
改

善
。
鉄
鋼
事
業
の
営
業
利

益
は

6億

7
1
6
1万

㌦

と

33・

2％
増
え
た
。

　
金
属
再
生
・
鉄
源
事
業

の

14年
の
営
業
損
失
は

3

億

8
7
3万

㌦
（
前
年
は

5
2
4
7万

㌦
の
損
失
）

に
拡
大
し
た
。
減
損
処
理

が
響
い
た
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
出
荷
は
自
社
向
け
を

含
め
て

5
5
6万

6
0
0

0グ
ロ
ス
㌧
と
前
年
比

1

・

1％
増
だ
っ
た
。

　
米
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
ナ
ゲ

ッ
ト
生
産
工
場
は
将
来
の

収
益
を
見
直
し
、
減
損
処

理
し
た
。

10―

12月
の
操

業
は
安
定
し
、
出
荷
量
は

9万

6
4
4
5㌧

と

7―

9月
比

24・

7％
増
え
た
。

年
間
で
は

24万

3
8
1
0

㌧
と
前
年
比

13・

0％
伸

び
た
。

14年
通
期
純
利
益

17

%減
米
ス
チ
ー
ル
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

　
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
の
技
術
を
結
集
し
た

新
免
震
装
置
「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ

Ｂ
」
が
初
採
用
さ
れ
た
、
山

九
の
西
神
戸
物
流
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
（
仮
称
、
神
戸
市

西
区
見
津
が
丘
）。万

が
一
の

地
震
時
に
も
、
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ

Ｂ
が
大
型
物
流
施
設
の
機
能

を
維
持
す
る
。
こ
の
ほ
ど
現

場
を
取
材
し
た
。

　
建
設
場
所
は
神
戸
西
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
複
合
産
業
団
地
、

神
戸
テ
ク
ノ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
パ
ー
ク
の
一
角
。
約

2

万
平
方
㍍
の
敷
地
に
、
延
べ

床
面
積
約

3万
平
方
㍍
の
鉄

骨
造

7階
建
の
大
型
物
流
セ

ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。
工
事
期
間
は
昨
年

6月

か
ら

3月
の
約

9カ
月
間
。

3月

31日
に
引
き
渡
し
予

定
。

　
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
は
昨
年
、

国
土
交
通
大
臣
認
定
を
取
得

し
た
ば
か
り
の
新
免
震
装

置
。
新
日
鉄
住
金
が
得
意
と

す
る
鉄
の
技
術
と
、
振
り
子

の
原
理
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
他
の
装
置
に
は
な
い
特

長
を
持
つ
。

　
「
施
工
管
理
が
し
や
す
か

っ
た
」（
坂
元
俊
洋
所
長
）。コ

ン
パ
ク
ト
な
装
置
に
よ
り
免

震
で
き
る
た
め
、
施
工
手
間

も
軽
減
で
き
る
。
直
接
基
礎

上
に
礎
柱
、
支
圧
プ
レ
ー
ト

を
構
築
し
、
装
置
を
設
置
す

る
の
み
。
そ
の
上
の
躯
体
柱

を
支
え
て
い
る
。

　
普
及
し
て
い
る
ゴ
ム
免
震

装
置
で
は
、
免
震
を
装
置
自

体
と
耐
震
デ
バ
イ
ス
な
ど
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｎ

Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
は
、
地
震
の
揺

れ
を
装
置
の
み
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
た
め
、
施
工
上
だ

け
で
な
く
、
設
計
面
で
も
メ

リ
ッ
ト
を
持
つ
と
い
う
。

　
初
適
用
と
い
う
こ
と
で
、

「
こ
の
現
場
の
た
め
、

1分
の

1の
モ
デ
ル
を
使
っ
て
試
験

し
た
」（
坂
元
所
長
）
と
、
念

に
は
念
を
入
れ
て
実
際
に
施

工
に
移
っ
た
が
、
全
く
問
題

は
な
か
っ
た
と
話
す
。

　
同
物
流
セ
ン
タ
ー
は
、
施

工
も
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
が

担
当
。
全
体
の
鉄
骨
使
用
量

は
約

4
0
0
0㌧

。
Ｎ
Ｓ
―

Ｓ
Ｓ
Ｂ
は

69台
使
用
し
た
。

場
所
に
よ
っ
て
ス
ラ
イ
ダ
ー

径
を
使
い
分
け
、
よ
り
経
済

的
に
免
震
を
実
現
し
た
。
最

大
で
φ

4
5
0㍉

を

4台
使

用
し
、
最
小
で
は
φ

2
0
0

㍉
を

5台
使
用
し
た
。

　
鉄
骨
製
作
は
第
一
テ
ッ
コ

ウ
商
事
が
担
当
。
胴
縁
に
は

新
日
鉄
住
金
の
ス
ー
パ
ー
ダ

イ
マ
を
採
用
し
、
大
梁
で
は

外
法
一
定
Ｈ
形
鋼
「
ハ
イ
パ

ー
ビ
ー
ム
」
は

1
5
0
0㌧

を
使
用
し
た
。

　
設
計
・
施
工
上
の
メ
リ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
免

震
機
能
も
高
い
。
す
べ
り
板

の
球
面
半
径
の
み
で
固
有
周

期
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
建

物
や
積
載
荷
重
の
影
響
を
受

け
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
倉
庫
の
よ
う
に
、
入
出
庫

に
よ
り
積
載
荷
重
が
変
化
す

る
場
合
に
、
安
定
し
た
免
震

性
能
が
実
現
で
き
る
。

　
初
適
用
の
竣
工
前
に
、
現

在
で
も
引
き
合
い
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。
初
実
績
を
積

み
上
げ
る
こ
と
で
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
品
質
安
定
性
に
優
れ

て
い
る
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
は
、

さ
ら
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
浸
透

し
て
い
き
そ
う
だ
。

　
（
山
本

章
央
）

新日鉄住金エンジの新免震装置初採用

コ
ン
パ
ク
ト
な
装
置

69台
設
計
・
施
工
、「
管
理
が
容
易
」

山山
九九・・物物

流流
拠拠
点点

工
事
が
進
む
西
神
戸
物
流
セ
ン
タ
ー
㊤
と
新
免
震
装
置
施
工

工場見学会のようす

　
▽
執
行
役
員
海
外
事
業
に
関

す
る
事
項
管
掌
Ｋ
Ｏ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
班
副
班
長
委
嘱
（
新
日

鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
戦

略
企
画
セ
ン
タ
ー
海
外
事
業
企

画
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

中
村
裕
司

　
住
友
商
事

　
（

4月

1日
付
）

　
▽
鋼
板
・
建
材
本
部
長
補
佐

〈
大
阪
〉兼
関
西
地
域
担
当
役
員

補
佐
兼
住
商
ス
チ
ー
ル
（
米
州

住
友
商
事
グ
ル
ー
プ
米
州
鋼
材

・
非
鉄
金
属
グ
ル
ー
プ
長
米
州

住
友
商
事
会
社
〈
同
社
シ
カ
ゴ

店
長
〉）飯

島
健
司

　
▽
自
動
車
鋼
板
・
鋼
管
事
業

部
長
兼
住
商
ス
チ
ー
ル
（
自
動

車
鋼
板
・
鋼
管
事
業
部
副
部
長

兼
住
商
ス
チ
ー
ル
）
諸
星
正
樹

　
▽
線
材
特
殊
鋼
事
業
部
長
兼

住
商
ス
チ
ー
ル
（
線
材
特
殊
鋼

事
業
部
副
部
長
兼
住
商
ス
チ
ー

ル
）
笹
本
正
樹

　
▽
資
源
第
二
本
部
長
付
（
石

炭
部
長
）
石
原
将

　
▽
ア
ジ
ア
大
洋
州
住
友
商
事

グ
ル
ー
プ
ア
ジ
ア
大
洋
州
鋼
材

・
非
鉄
金
属
ユ
ニ
ッ
ト
長
〈
バ

ン
コ
ッ
ク
〉
タ
イ
住
友
商
事
会

社
兼
ス
ミ
・
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
会
社
（
ア
ジ
ア
大
洋

州
住
友
商
事
グ
ル
ー
プ
ア
ジ
ア

大
洋
州
鋼
材
・
非
鉄
金
属
ユ
ニ

ッ
ト〈
バ
ン
コ
ッ
ク
〉タ
イ
住
友

商
事
会
社
兼
ス
ミ
・
タ
イ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
社
）
坂
田

一
成

　
▽
米
州
住
友
商
事
グ
ル
ー
プ

米
州
鋼
管
グ
ル
ー
プ
長
米
州
住

友
商
事
会
社
〈
同
社
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
店
長
〉（
米
州
住
友
商
事
グ

ル
ー
プ
米
州
鋼
管
グ
ル
ー
プ
米

州
住
友
商
事
会
社
〈
同
社
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
店
〉）本

多
之
仁

M

R

J

32機
納
入

日
本
航
空
と
契
約

三
菱
航
空
機

　
三
菱
航
空
機
は

28日
、

日
本
航
空
と
三
菱
リ
ー
ジ

ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
（

M
R

J）

32機
の
購
入
契
約
を

締
結
し
た
と
発
表
し
た
。

日
航
は

M
R
Jの

性
能
だ

け
で
な
く
、
導
入
後
の
運

航
支
援
な
ど
に
関
す
る
三

菱
航
空
機
か
ら
の
提
案
を

高
く
評
価
。
三
菱
航
空
機

に
と
っ
て
、

M
R
Jの

合

計
受
注
機
数
は
、
今
回
の

契
約
を
含
め
る
と

4
0
7

機
（
確
定

2
2
3機

、
オ

プ
シ
ョ
ン

1
6
0機

、
購

入
権

24機
）
と
な
る
。

　
日
航
へ
の
納
入
は
、

2

0
2
1年

に
開
始
す
る
予

定
。

　
韓
国
の
現
代
製
鉄
が

29

日
発
表
し
た

2
0
1
4年

通
期
決
算
に
よ
る
と
、
純

利
益
は

7
5
1
1億



（
約

8
2
0億

円
）
と
前

年
比

10・

1％
増
え
た
。

高
炉

3基
を
フ
ル
に
稼
動

す
る
生
産
体
制
を
確
立
し

た
う
え
、
現
代
ハ
イ
ス
コ

か
ら
冷
延
事
業
を
吸
収
し

た
統
合
効
果
や
、

5
3
7

2億

の
コ
ス
ト
削
減
な

ど
で
収
益
性
を
高
め
た
。

15年
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化

な
ど
で
、
鋼
材
販
売

1
9

7
2万
㌧
を
計
画
。
借
入

金
の
圧
縮
な
ど
の
財
務
構

造
改
善
を
続
け
、
収
益
を

改
善
す
る
。

　

14年
の
売
上
高
は

16兆

3
2
9億


と
前
年
比

25

・

1％
増
え
た
。
営
業
利

益
は

1兆

4
4
0
0億



と

1
0
0・

9％
増
え
た
。

冷
延
事
業
統
合
に
よ
る
規

模
拡
大
で
製
品
の
生
産
量

は

1
9
1
0万

㌧
と

20・

1％
増
加
。
高
付
加
価
値

製
品
の
販
売
量
を

8
2
2

万
㌧
と

29・

7％
増
や
す

製
品
構
成
改
善
な
ど
、

1

6
0
9億


の
合
併
効
果

を
実
現
し
た
。
固
定
費
削

減
、
設
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
改
善
な
ど
コ
ス
ト
削

減
の
成
果
を
上
げ
た
。

　

13年
に
第

3高
炉
を
稼

働
し
、
一
連
の
大
規
模
投

資
が
一
段
落
し
た
の
を
受

け
、

13年
時
点
で

12兆

7

0
0
4億


だ
っ
た
借
入

金
を

14年
は

11兆

9
8
8

4億

に
削
減
し
た
。
負

債
比
率
は

1
0
8・

8％

に

11・

3
下
げ
、
財
務

構
造
を
改
善
し
た
。

　
高
付
加
価
値
化
の
投
資

は
継
続
し
て
い
る
。
昨
年

着
工
し
た
唐
津
製
鉄
所
内

の
年
産

1
0
0万

㌧
の
特

殊
鋼
工
場
建
設
は

25日
時

点
で

40・

8％
進
展
。

16

年

2月
の
量
産
を
目
指

す
。
現
代
自
動
車
グ
ル
ー

プ
で
買
収
す
る
東
部
特
殊

鋼
と
相
乗
効
果
で
競
争
力

を
強
化
す
る
。
唐
津
に
新

設
す
る

50万
㌧
の
第

2溶

融
亜
鉛
め
っ
き
ラ
イ
ン

（
Ｃ
Ｇ
Ｌ
）
建
設
は

21・

5％
進
展
し
、
来
年

2月

に
量
産
を
始
め
る
。




